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(1)　第1855号　2021年10月５日

●
大
会
議
案
の
概
要

　
定
期
大
会
は
、
２
０
２
２

年
度
運
動
方
針
、
当
面
の
闘

争
方
針
、
２
０
２
２
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予

算
、
第
５
次
組
織
強
化
・
拡

大
の
た
め
の
推
進
計
画
、
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
闘
争
で
は
、
全
単
組

が
要
求
書
提
出
と
交
渉
・
協

議
を
行
う
こ
と
。
特
に
賃
金

要
求
で
は
初
任
給
改
善
、
昇

給
や
昇
格
時
の
給
与
水
準
の

改
善
、
不
妊
治
療
休
暇
制

度
、
家
族
看
護
休
暇
の
創
設

ま
た
は
拡
大
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
年
延

長
に
か
か
わ
る
課
題
の
追

求
、
確
定
闘
争
と
連
動
し
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
と
、
確
定
闘
争
前
段
か

ら
の
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、

新
規
採
用
職
員
加
入
の
推

進
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

定
期
大
会
を
書
面
審
議
へ

に
対
す
る
賛
否
の
回
答
お
よ

び
質
問
等
を
受
け
て
い
き
ま

す
。
　
書
面
審
議
の
結
果
は
、
　10

月
　
日
に
開
催
さ
れ
る
第
２

13
回
定
期
大
会
役
員
会
議
に
お

い
て
確
認
後
、
各
単
組
へ
報

告
・
周
知
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　
可
能
な
限
り
民
主
的
な
手

続
き
に
よ
り
書
面
審
議
を
行

い
ま
す
の
で
、
各
単
組
で

は
、
討
議
の
う
え
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

第４回ブロック活動者学校
日時　10月16日（土）10：00～
場所　水戸市　ホテルレイクビュー水戸
　　　牛久市　自治労県南会館
内容　2021賃金確定闘争に向けて
　　　－賃金改善統一闘争・到達闘争の再構築－

に
つ
い
て
、
　
日
に
第
１
２

27

０
回
定
期
大
会
役
員
会
議
を

開
き
ま
し
た
。
会
議
は
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た

大
会
議
長
、
議
事
運
営
委

員
、
資
格
審
査
委
員
、
大
会

書
記
長
が
招
集
さ
れ
、
書
面

に
係
る
手
続
き
と
各
委
員
会

委
員
長
の
選
出
、
修
正
案
の

取
り
扱
い
を
確
認
。
今
後

は
、
各
単
組
か
ら
、
割
り
当

て
代
議
員
の
選
出
報
告
、
一

般
経
過
等
の
報
告
事
項
と
第

１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案

　
県
本
部
は
、
９
月
　
日
に

29

予
定
し
て
い
た
第
１
２
０
回

定
期
大
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
県
へ

の
９
月
　
日
ま
で
の
緊
急
事

30

態
宣
言
延
長
、
ま
た
、
宣
言

に
よ
り
那
珂
湊
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
借
用
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
対
面

開
催
か
ら
書
面
審
議
に
変
更

し
ま
し
た
。

●
大
会
役
員
会
議
を
開
催

　
書
面
審
議
に
よ
る
手
続
き

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

自治労茨城県本部職員（書記）募集
2022年４月１日採用時期

正規職員（６ヶ月間は試用期間付採用）採用形態

自治労茨城県本部（水戸市桜川２－３－30）勤 務 先

労働組合に関する業務（一般事務）職 種

１人採用人数

18歳以上40歳未満
1981年（昭和56年）４月２日～2003年（平成15年）４月１日生まれ

年 齢

高校卒業以上(word・excel使用可)・普通自動車免許資 格

自治労茨城県本部給与規程による（高卒154,900円（1－9）大卒188,700円
（1－29）調整手当６％加算　※職務経験により加算有り）
扶養手当・借家住居手当・時間外手当・通勤手当・行動手当5,000円
賞与：年２回・計4.3月分（※１年目は在籍期間による）
就業時間：８時30分～17時15分・休憩60分
　　　　　（※時間外 月10時間程度有）
週休２日制・土日祝日・年末年始・夏季休暇有

条 件

10月20日（水）締め切り（募集者数により中断有）募集期間

１次試験　書類選考結果通知11/１（月）
２次試験　筆記試験（一般教養・小論文）11/21（日）
３次試験　個人面接・集団討議12/17（金）

選 考

自治労茨城県本部　TEL 029－224－0206問 合 せ
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２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
を
提
起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
を
提

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
を
提
起起

や
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

組
合
活
動
の
必
要
性
や
職
場

課
題
に
つ
い
て
共
有
し
、
組

織
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
規
程
の
一
部
改
正

は
、
地
公
法
の
一
部
改
正
に

と
も
な
う
定
年
延
長
に
合
わ

せ
県
本
部
離
籍
専
従
役
員
資

格
を
　
歳
と
す
る
た
め
に
提

65

案
す
る
も
の
で
す
。

　
政
治
活
動
の
推
進
で
は
、

安
倍
政
権
か
ら
続
く
国
民
不

在
の
政
治
か
ら
の
転
換
、
コ

ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た

自
治
体
機
能
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
再
構
築
の
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
県
本
部
は
、
　
月
11

に
予
定
さ
れ
て
い
る
衆
議
院

選
挙
で
は
比
例
代
表
は
立
憲

民
主
党
、
茨
城
選
挙
区
で
は

５
区
・
浅
野
さ
と
し
、
６

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

労働組合の存在意義を高めようあいさつ
要 旨

自治労茨城県本部　執行委員長　千　歳　益　彦

　終息の見えないコロナ感染症の中、すべての公共サービス職
場での業務対応に改めて敬意を表します。
　私からは、課題３点について申し上げ、執行部代表のあいさつ
とさせていだきます。
　まず、現業・公企統一闘争と賃金確定闘争についてです。コロ
ナ禍で取り組みが制約される中、「公共サービスの確保」と「職
場を守るための闘い」とし現業・公企統一闘争に県本部と単組一
体となって取り組みを進めます。

　本年の人事院勧告では、月例給改定なし、一時金0.15月マイナスと、コロナ禍で
も懸命に努力する公共サービスの現状からすると納得できるものと言えません。
厳しい状況だらこそ要求提出、交渉・協議、１つでも前進が図れるよう取り組みを
お願いします。
　賃金改善要求では、初任給改善・国公４号上位、昇給加算や昇格時の給与水準改
善、不妊治療・家族看護休暇の創設など国水準を上回る制度確立に向け、「要求無
くして改善無し」を意識し合いたいと思います。
　また、公務における働き方改革として、時間外労働の不払い解消と縮減、人員確
保、36条協定締結など、真の働き方改革の実現を図っていきます。
　昨年度は会計年度任用職員制度が施行されました。非常勤職員を組織化してき
た県内４単組は、先進的に交渉・協議を進め、一定の前進に至ったことからも、処
遇改善と組織化の一体的な取り組みに全力をあげます。
　２点目は組織強化・拡大の課題についてです。コロニー労組では、組合員８人か
ら20人へ拡大を図っています。取り組みに敬意を表するとともに、すべての単組
での組織拡大、組合員が一人で解決できない課題を要求として掲げ、一人でも多く
の仲間を団結の輪に迎え入れ、要求前進を図り、労働組合の存在意義を実感できる
よう取り組みます。
　３点目は、定年延長の課題です。定年延長の法改正を受け、自治体では条例・規
則改正を行うこととなります。給与水準・役職定年・新規採用計画など施行内容の
確定のため、交渉・協議を行っていかなければなりません。
　最後に、政治の状況についてふれさせていただきます。７年半余りの安倍政権
は民主主義そのものを劣化させ、継承した菅首相も強権的運営を続けてきました。
コロナ感染症対応では、政権の無策・停止状態、国民の生命と健康をないがしろに
しています。このコロナ禍で求められるのは、公的医療・福祉、保健所をはじめと
する自治体機能の拡充、公共サービス規制緩和、新自由主義に基づく政策の変更で
す。11月の衆議院選挙では、立憲民主党をはじめ連合茨城の方針を基礎とし、推
薦・支援候補すべての勝利、来年７月の参議院選挙では、自治労組織内候補「鬼木
まこと」の必勝を期していかなければなりません。
　私たちの生活・職場と、政治は無関係ではく、働く者が安心して暮らせる社会の
実現のため、政治・社会への関心を高め、組織強化の視点と合わせ、今まで以上に
単組と連携していきます。
　県本部として、課題前進の決意と取り組みへのご協力をお願し、定期大会にあ
たってのあいさつとします。

区
・
青
山
や
ま
と
を
は
じ
め

と
す
る
推
薦
・
支
援
候
補
者

す
べ
て
の
勝
利
を
め
ざ
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
来
年
７
月
の

参
議
院
選
挙
で
は
自
治
労
組

織
内
予
定
候
補
者
「
鬼
木
ま

こ
と
」
の
必
勝
に
向
け
て
、

県
本
部
・
各
単
組
一
丸
と

な
っ
た
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●第120回定期大会議案
第１号議案　2022年度運動方針（案）
第２号議案　当面の闘争方針（案）
第３号議案　2022年度一般会計・特別会計予算（案）
第４号議案　第５次組織強化・拡大のための
　　　　　　推進計画（案）
第５号議案　規程の一部改正について（案）

●報告事項
　一般経過報告
　一般会計及び特別会計決算報告・監査報告
　政治活動報告
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駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
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詠
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す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
に
対

す
る
声
掛
け
や
感
情
と
、
友

達
に
対
す
る
も
の
が
大
き
く

違
う
場
合
、
自
分
自
身
へ
の

思
い
や
り
が
不
足
し
て
い

て
、
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
る
意
義
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　「
怒
ら
れ
て
落
ち
込
ん
だ

ね
。
も
う
大
丈
夫
だ
よ
」な

ど
の
声
掛
け
を
行
い
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
い
た
わ
る
こ
と
で
満
た

さ
れ
て
肯
定
感
が
生
ま
れ
ま

す
。
　
今
日
か
ら
ぜ
ひ
心
が
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

提
出
し
た
と
し
ま
す
。
で
も

上
司
か
ら
は
「
不
十
分
だ
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
あ
な
た
は
自
分
自
身
に

ど
う
い
っ
た
感
情
を
持
ち
、

ど
の
よ
う
な
声
掛
け
を
行
い

ま
す
か
？

　
次
に
、
あ
な
た
の
友
人
が

同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

場
合
、
あ
な
た
は
友
人
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持

ち
、
ど
の
よ
う
な
声
掛
け
を

行
い
ま
す
か
？

　
自
分
に
は
「
頑
張
り
が
足

り
な
く
て
だ
め
な
や
つ
だ
」

と
い
い
ま
す
が
、
友
達
に
は

「
よ
く
や
っ
た
よ
」「
次
に
生

か
せ
る
よ
う
に
も
う
一
度
考

え
て
み
よ
う
」と
声
掛
け
を

「
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り

入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
自
分
の
愛
す
る
人

を
思
い
や
る
よ
う
に
、
自
分

自
身
を
思
い
や
る
こ
と
で

す
。
　
例
え
ば
、
上
司
か
ら
任
さ

れ
た
仕
事
が
あ
り
、
自
分
な

り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

反
省
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と

で
す
。
た
だ
、
日
本
人
は

「
自
分
に
厳
し
く
人
に
や
さ

し
く
」
と
い
う
考
え
に
無
意

識
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分

に
厳
し
く
、
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
支
障
が
な
い
人
は
よ
い

の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
は
、

　
あ
な
た
は
自
分
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
ま

す
か
？
「
う
ま
く
い
か
な
い

の
は
努
力
が
足
り
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
も
っ
と
頑
張
ら
な

く
て
は
！
」
と
、
自
分
を
叱

咤
（
し
っ
た
）
激
励
す
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
自
分
の
足
り
な
い
部
分
を

医
師　

山　

本　

晴　

義

　
自
治
労
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
公
益
財
団
法
人
地
方
自

治
総
合
研
究
所
は
、
９
月
　18

日
に
「
自
治
体
か
ら
考
え
る

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」―「
標
準
化
」

「
共
通
化
」を
中
心
に
―
と
題

し
、
第
　
回
自
治
総
研
セ
ミ

36

ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
　
月
に
自
治

12

自
治
体
か
ら
Ｄ
Ｘ
を
考
え
る

自
治
総
研
が
セ
ミ
ナ
ー
開
く

東
海
村
公
共
関
連
団
体

職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
佐
藤
　
大
樹

副
執
行
委
員
長
　
坂
本
　
　
歩

　
　
〃
　
　
　
河
野
　
文
彦

書
　
記
　
長
　
大
内
　
智
弘

執
　行
　委
　員
　
須
田
　
　
恵

　
　
〃
　
　
　
三
田
　
礼
子

　
　
〃
　
　
　
永
山
奈
津
子

　
　
〃
　
　
　
江
川
沙
莉
菜

取
手
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
髙
橋
　
恭
平

副
執
行
委
員
長
　
下
市
　
　
聡

　
　
〃
　
　
　
作
田
　
友
貴

書
　
記
　
長
　
中
川
　
勇
紀

書
　記
　次
　長
　
中
根
　
良
輔

財
　政
　部
　長
　
鈴
木
　
詩
織

組
　織
　部
　長
　
梅
崎
　
修
平

執
　行
　委
　員
　
仁
杉
　
繁
隆

執
　行
　委
　員
　
北
岡
　
　
透

　
　
〃
　
　
　
臼
井
　
友
惠

　
　
〃
　
　
　
椎
名
し
お
り

　
　
〃
　
　
　
目
黒
　
貴
大

　
　
〃
　
　
　
飯
島
ま
り
子

　
　
〃
　
　
　
杉
本
　
道
博

　
　
〃
　
　
　
蛯
原
　
憲
子

　
　
〃
　
　
　
蛯
原
江
利
香

龍
ケ
崎
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
石
神
　
信
浩

副
執
行
委
員
長
　
山
﨑
　
隆
博

　
　
〃
　
　
　
朝
日
出
祥
一

書
　
記
　
長
　
圓
城
寺
和
則

書
　記
　次
　長
　
仲
村
　
尭
之

組
　織
　部
　長
　
山
下
　
佳
峻

執
　行
　委
　員
　
宮
本
　
翔
太

　
　
〃
　
　
　
石
山
　
　
駿

　
　
〃
　
　
　
板
倉
　
美
和

　
　
〃
　
　
　
田
中
　
洋
子

　
　
〃
　
　
　
磯
山
　
麻
美

　
　
〃
　
　
　
福
元
　
綾
香

　
　
〃
　
　
　
川
島
　
賢
一

　
　
〃
　
　
　
柴
山
　
未
妃

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

域 育違違違違違違違違違違違違違

体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
計
画
が
国
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
、 各
自
治

体
は
否
応
な
く
対
応
に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０

２
１
年
５
月
に
成
立
し
た
デ

ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
で
は
、 

自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

「
標
準
化
」や
個
人
情
報
に
関

し
て
の
「
共
通
化
」
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
技
術
革
新

は
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
を

豊
か
に
す
る
可
能
性
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、 そ
の
目
的
に

反
す
る
結
果
を
生
む
可
能
性

に
も
目
を
向
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
は
じ
め

に
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所

の
其
田
研
究
員
か
ら
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
背
景
、
デ
ジ
タ
ル
庁

の
概
要
や
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
大
学
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
牧

原
さ
ん
よ
り
「
人
口
減
・
デ

ジ
タ
ル
化
と
地
方
自
治
」
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

牧
原
さ
ん
は
、
単
に
シ
ス
テ

ム
を
標
準
化
す
る
の
で
は
な

く
業
務
改
革
の
重
要
性
を
訴

え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
を
支
え

る
地
方
自
治
体
が
持
続
可
能

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
土
台
づ

く
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
を
強
調
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
減
か
ら

捉
え
る
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
は
職
員
の
業
務
負
担
の

軽
減
が
目
的
で
あ
り
、
市
民

と
の
関
係
で
は
特
に
重
要
な

局
面
で
は
し
っ
か
り
と
対
面

で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
静
岡
県
立
大

学
の
松
岡
清
志
さ
ん
か
ら

「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化
・
統
一
化
の
動
向
と
課

題
」、
情
報
公
開
ク
リ
ア
リ

ン
グ
ハ
ウ
ス
の
三
木
由
紀
子

さ
ん
か
ら
「
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
個
人
デ
ー
タ
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
と
パ
ネ

ル
討
論
が
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー

を
終
了
し
ま
し
た
。
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